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1. はじめに

(1) 視角と目的

町あるいは都市と呼ばれる，大小さまざまな規模の集落が それぞれの市

場空間を基盤とし，その中心地として機能していること，その規模別の立地

や分布の状況に一定の階層構造が存在すること，などはすでに罵知のところ

である。 W.Christal1er以来の中心地論はこの点に着目し 中心集落の階層

構造とその空間的配量を主要な論点としてきた九理論的な階層構造とその

ウ

iro 
q
d
 



空間配置を規定する要因は，すでに Christal1erが提示しているように， r市
場原理jのほかに「行政原理j・「交通原理jなどが強く作用し，また現実に

は自然条件をはじめ多様な要素が複雑に混在している O

ところが，小稿の対象であるオーストラリアにおける入植・開拓は漸く

1788年に開始されたものであり，その過程や中心となる集落の設定に際し

ては，先住民であるアボワジニーの生活は何ら影響することなく，いわば，

白いカンパスの上に入植者たちが思い思いの絵を描いたに等しい状況であっ

た2)。その過程においてとりわけ大きな規定要因となったのは，蜂水量に代

表される自然条件と，英本昌および植民地政府の土地計画であった。後者に

ついては，総督・灘量長官といった政策立案・実施担当者の個性が強い影響

を及ぼしており，各植民地問に大きな差異があった九

つまりオーストラリアでは，複雑な歴史的要因が極めて少なく，しかも平

坦な地形条件および同程度の年間降水量の部分が広範に存在しているO 従っ

て，自然条件についてほぼ間一条件の部分を抽出し かっほほ同時期に入

植・開拓された部分を選定することができれば それらの場所における最大

の相違点、が，土地計画の差異であるという状況を設定することができる O

小稿の第ーの目的は，土地計画と大小の町すなわち中心集落の立地・展開

との関連の有無やその程度について検討を加えることにあるO 従って，ほほ

毘ーの地形条件と年間降水量の部分で，かつほほ同時期に開拓され，また異

なった土地計画の下で開拓が進行した 3地区について その比較検討をする

ことが中心的な課題となるO

事前として採用した 3地区については改めて説明を加えるが，そこで検討

対象とする中心集落は，主として最低次の中心集落とその若干上位の中心集

落である o ChristallerのモデルではM ・A.K地点レベルに相当する中心

集落であり，理論的にはそれぞれが正六角形の市場圏を有するとされている O

Christallerは最低次のM地点すなわち Marketortの甫ドイツにおける典型

的人口を 1，000人，市場圏の半径を 4km，典型的な支持人口を 3，500人，冨

域面積を 44knfとしているヘしかし，最低次の中心集落の規模については必
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ずしも一定の見解が導き出されているわけではない。日本では，中心地が有

する最小支持人口が1，000人程度であるとの調査結果がある5)が，一律に最

低次中心集落の規模を決定し得るわけではないとの指摘もある九北米の中

心地研究でB.Berryらがとりあげた中心集落の最抵次のクラスには数十人

規模のものも含めており 7) オーストラリアの場合でも，人口数百人で明ら

かに一部の都市的機能を錆え 中心地として機能している九

また， Christallerの正六角形モデルに後拠し，中国における中心集落の

空間的説明モデルを作製した G.Skinnerは， 1948年の西川省での市場圏平

均面積を 64.4km2 市場間の平均関隔を 8.62km，市場圏の平均入口を 7，140

人とし， 1893年における最低次の standardmarket townの人口を，核心

部で平均210人周辺部で平均100人としている九応地利明は， Skinner 

の正六角形モデルへの変換操作を批判的に検討して理論的基準を明確にした

上で，デカン高原南端部における定期市集落の階層別市場圏域が正六角形ノf

ターンに布置し得ることを明示し その概括的規模を面積 108.8km¥人口

19，889人としている 10)。

以上のような状況をふまえつつも 小稿では人口 200人以上を中心集落規

模の下限としたが その理由については改めて後述するO

ところで中国の市場醤について石原潜は，地方志類にみえる「市・鎮・

庖・埠」等を「市鎮Jと総称し その市場醤の平均的半径が，明代では 7~

8 kmであったものの 市鎮数の増加と共に次第に狭まり，民国時代には 4~

5 kmになっていたことを指摘している 11)。水津一朗はさらに長い時間スケー

ルをとり，産史時代における各種中心の間罷から Christaller的正六角形原

理と正方形原理の交錯を指摘し 動態モデルへの接近を試みている 1九

このような動態的な視角の一部はすでに Christaller理論にも含まれてお

り，人口密度の変化と中心地との関係や， r市場原理・交通原理・行政原

理j等の変化による中心集落の淘汰などの視点がすでに準備されている。た

だChristallerの場合 理論的な動態は検討されているが，その過程におい

て当然生じるであろうモデ、ルの遷移の過程については，必ずしも鮮明ではな

Q
d
 
po 
つ.d



いl九しかし，小稿で事例としたオーストラリアでは 相対的短時間におり

る中心集落の淘汰が著ししジペこの動態の検討に関する具体例の提示を，小

稿の副次的目的のーっとしておきたい。

(2) 事例と方法

以上の目的の下に設定した 3ヵ所の事例地区は次の如くである。

A. Victoria州 Borung郡とその隣接地

B. South Australia 1¥1'1 Adelaide平原北部の Gaw ler • Light両郡と

Eyre郡西端部

C. Western Australia州 Midlands統計区

以下， t頁を避けるためにこれらの事例地区を，それぞれボラング郡，ゴー

ラー・ライト郡，ミッドランズ統計区と略称するO 土地計画や入植・開拓プ

ロセスについては，後にそれぞれの事例分析に先立つて述べるが，その時期

に大きな差はない。また，いずれの地区においてもほぼ平坦な平原が卓越し，

一部に丘陵地帯を含む場合があるが，開拓および農牧業経営に大きな制約と

はならない。

しかし， 3事例地区の単位は，単一郡，複数郡，統計区と三者三様であり，

また対象面積も大幅に異なっている O その理由は 前述のような認ぽ共通の

入植・開拓時期および地形条件であることに加え 以下の三点の条件を設定

したことにある。まず，①300~ 600mmの年間降水量の地域であること，つ

いで，②大都市富内に含まれないこと，③事例地区内に，最多の時期で 40

以上の中心集落が含まれていること，である O 特に①は，オーストラリアの

農業的土地利用を代表する穀物作・牧羊地域が展開していることを示すl九

②については説明の必要がないで、あろうが，③は人口 200人以上の中心集落

をとりあげており，改めてその根拠を明示する必要があるO

Aのボラング郡は 南北約 230km，東西約 120kmの範囲に及ぶ内陸の郡で

あり，年間降水量は 350~ 600mmで、あるO 同郡の西方及び西北方は Little

Desert， Big Desertと呼ばれる半砂漠地帯となる l針。 Bのゴーラー・ライト
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郡は，東西・南北いずれも 110'""'--' 115kmの範囲であり 年間降水量は 300'""'--' 

600mmである。面積はボ、ラング郡の約半分に過ぎないが西は St.Vincent 

湾，東は主tIurrayJlI流域の半乾燥地帯，南は Adelaide大都市富，北は

N orth Mount Lofty Rangesにほぼ摂定されている o Cのミッドランズ統

計区は東西約 450km 南北約230kmの範囲であり ボラング郡の 4倍近い広

域に及ぶが，③の中心集落数の規準を満たすにはこの広域を設定する必要が

あるO 年間降水量は西端のインド洋沿岸部で約800mm 東の内陸方向に向う

に従って減少し，東端近くでは約300mmとなる問。

ここで中心集落の規模について説明しておきたしユ。オーストラリアの農牧

業地帯の中心集落は， country townとか ruralcentre， service townなど

とさまざまに呼ばれており，統計上も urbancentreとか rurallocalityと

称されている 19)0 J. H. Holmesは，このような中心集落を機能と規模から，

人口 1万人以上の regionalcapitalと人口 500'"'-' 10，000入の servicetown， 

mining town， aboriginal town，その他の町に分類し，州都から 300回以上

離れた遠踊地における総数を 104としている 20)。人口規模を 200人以上とし，

かつ最大 60加盟を有する大都市圏外の範囲について集計すれば， 1976年に

おける中心集落総数は 1，196となるO その内訳は，大規模農牧業中心456，

小規模農牧業中心 192，交通・連絡中心89，製造業・加工業中心 178，鉱業

中心 52，大都市塵縁辺の中心57，リゾート地90，その他82，と分類されて

し〉る 21)。

さらに詳細な規模別分類を試みると 例えばクイーンズランド高部におけ

る年間降水量300'"'-' 600mm程度の農牧業地帯では，中心集落を 4階層に区分

することが可能であり，第 1表のように人口 200人以上で都市機能の一部を

構え，かなりの部分が村役場所在地であったり 市街地用土地区画ないし街

路計画を有しているものもあり 年間降水量600mm以上の地域では 5措層と

なるm。この点はやはり 年間降水量が600m盤以上に達するウエスタンオー

ストラリア南西部でも基本的に胃様でありm オーストラリアでは，人口

200人以上を最低次の中心集落と把握してよいと考えられる。さらに第 1表
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第 1表 クイーンズランド高部農牧業地帯における中心集落の階層とその特性

{金田， 1991 (注8)を簡略化〉

事例地区・特性

階屠 人口動向

11 ~~!~::~ ~~~~I~S>- I ~~~l~ -~V0:~~ 
年間降水量 600mm以上 年間降水量 300~600mm

人口 8 ， OOO~10 ， 000 人 人口約 6，000人

I 各種都市機能集積 各種都市機能集積 停帯ないし一時停

市制・町制施行・役所所在 町制施行・役所所在 滞の後成長

州政府機関事務所立地 州政官機関事務所立地

i 人口上400~4 ，100人 人o800~3 ， 600 人
各種都市機能完備，一部集積 各種都市機能完備，一部集讃

江 町村役場所在地 村役場所在地 成長ないし一時停

自る町村議外にサービスエリア広が 自村域外にサービスエリア広がる I滞の後成長

市街地用土地区画・街路計画あり 市街地用土地区画・街路計画あり

人口 700~l ， 200 人 人口 200~500 人

都市機能は各種備っているが一部都市機能は極く一部のみ 人口動向詰多様だ

欠除 38%が村役場所在地

III 1154%が村役場所在地 サービスエリアは自村域内在いし カい，し多時く停は停揮滞の後な

サービスエワアは自村域内ないしその一部 成長

その一部 市街地用土地区画・街路計画のな

市街地用土地区画・街路計画あり い例あり

人口 200~700 人

都市機能は橿く一部かぼとんどな

し 人口動態辻多様だ

村役場なし が，多くは衰退，

IV サービスエリアは極く限られた範 {在在せず) ないし新興の中心

囲 集落

市街地用土地区画・第路計画を有

しているものあり

人口 200人以下 人口 200人以下

V サービスステーションおよび若干 サービスステーションおよび若干 人口動態は多様

の施設 の施設

に示したように 人口 200人以下の場合でも時に最低次の中心集落としての

実態を有しているものもあるが，幹線交通路の交点、で，付近に既存の中心集

落が存在しない部分における給油・休息地点、の場合がほとんどである。この

ような例は，小稿で採りあげる事例地区にはほとんど存在せず，また，統計

上通時的な追跡ができない加ので小積では人口 200入を中心集落の下限と

して設定したい。このような入口規模による下限の設定は便宜的であるかに

見えるが，上述の事例にみられるように，また経験的に統計の基準となって

いる点からも推察し得るように，オーストラリアの一般的状況を反映してい
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るとみてよいであろう 2九小稿で対比の対象として採用した統計年次は

1911年， 1921年， 1933年， 1947年， 1954年， 1966年， 1971年， 1976年，

1981年， 1986年の 10年次である 2的。今世紀に入ってからの状況を対象とす

ることも，後述のように中心集落の基本的立地が完了して以後の対比という

点で，小稿の目的にとって不都合ではない。

2. ビクトワアチNi1ミラング郡

(1) 土地計画と中心集落

ピクトリア州の前身である同植民地は 1851年に分離するまで， New 

South Wales植民地の一部であり，基本的に同ーの土地政策・土地計画の

下にあった2九 New South Walesでは 植民地設立以来 「便利なる規模

と広がりの townshipを設定jし， r各 townshipの最も便利なる地点jに町
(a town) を建設すべき場所を設定すべく指示されていた2九 Cumberland平

原における初期の不規則な土地区画の設定の段階を経て T. Brisbane総督

の 1822年 2月 18日の指示29)Vこよって r6マイノレ四方」を基準とした

townshipの設定が開始された。この townshipは， 1825年 1月1日付の本

国からの指示30)によって 125平方マイルJを基準とした parishに変更され，

以後この基本方針が継承された3九各townshipには「将来の中心集落など

として最も可能性の高い場所Jにvillagereserveが設定され32ヘ1825年の

指令においても各parish~こ「町や中心集落の場所として留保されるべき保

留地jを設定すべきことが含まれていたc

1829年 5月27日までには 中心集落の計画についてさらに詳細な規準が

策定された初。総督名に茜んでダーリング規定と呼ばれるこの規則では，町

の立地条件による 11.シドニー 2.海洋港湾の町 3.航行可能水域に立地

している町， 4.内陸の町jの4クラスへの分類と，歩道を合わせて幅 100

フィートの主軸道路を有する直交状街路および 10チェーン (660フィート)幅

の街区，半エーカーの長方形の宅地区画などが定められていた制。この規定
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は，当時の測量長官 T.L. Mitchellが方格プランの設定そのものに泊極的

であったことも関連して，必ずしも厳密には適用されなかったが矧，ビクト

リア植民地の前身である PortPhillip Districtにおいて 1837年に計画され

た Melbourneでは，梧対的によく頗守された問。その後間もなく測量と区

画設定が開始された担elbourne周辺の Bourke郡においても， parishと

village reserveの設定が進んだ、3九

中心集落の計彊をも規定する土地政策は 1842年に英本国で成立したオ

ーストラリアの王額地販売法によって大きく転換し 1エーカー当り 1ポン

ドという最低競売価格を設定すると共に 土地区画を市街地区画 (townlot8) 

郊外区画 (subtぬ anlots) ，地方区画(countrylots) に3区分した問。これを受け

て翌年3月 1日付で公示された土地規定問では，市街地区画について f中小

の町の宅地は，一般に半エーカーの地筆として販売されるものとする。しか

しながら，大きな町や広い地域の中心都市となりそうな場所においては，宅

地の地筆は 4分の 1エーカーを越えないものとするJとし 郊外区画につい

ては r2 ~ 640エーカーのさまざまな区画として設定・販売するものj とし
ている。地方区画についても， 640エーカーを基本としつつ， r耕作に適し
た土地または小農園として購入したい土地jを20~ 320エーカーの特別地

方区冨として扱うことも定めているO

1849年には PortPhillip District に16郡が公示され， 1851年にビクトリ

ア植民地が発足した後 1871年にはさらに 21郡が設定されて全植民地が郡

に分割された40)0 Wimmera地区 (PastoralDistrict) と称されていたビクトリ

ア西部に郡が設定されたのは 1871年であり ボラング郡もこの折に成立し

たが，中心集落の一つ Horshamはこの時すでに 294人の人口を有してい

た41)。ほかにゴールドラッシュの町Stawellは人口 5，166入に達し，同様に

Moystonも510人を擁していた。 Wimmera地区では 1840年代にはすでに

広範に牧羊業者 (squaUer) が展開しており， Horshamでは 1849年に測量が

行われ， 1850年には町立て地の区画が決定した。 1861年には町立てが公示

され42に市街中心部には現在も，長方形の 15プロックからなるその折の土
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地区画が良く残存している。

ビクトリアにおける土地計画は， 25平方マイルを標準とした parishと中

。 25 50 
Jkm 

第 1図 ビクトリアチ1'1ボラング郡一帯の概要(実線は parish，一点、鎖線は shireラ二点鎖線は郡境)
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心集落の設定，ならびに 1マイノレ方格の区画の設定を規準としていた43)が，

真北ではなく磁北によっていたことや 測量・区画設定の不正確さなどの理

由によって，方格方位の違いや区画の不整合などが多発していた判。 1858

年tこ測量長官に就任した c.Ligarは経緯線を規準とした方格プランを導入

したが，それまでに設定されていた田区画を再編すること誌なかった45)。従

って，ピクトリアの西部では特に需システムが混在することとなり，ボラン

グ郡でも第2図にみられるように多様な区冨が出現しているが基本は 1マイ

ル方格であるO ほとんどの parishはこの方格に対応する形で設定されてお

り，第 1図のように 40平方マイル程度の広さが多い。すでにボラング郡で

は，これが行政・自治の単位としては全く復用されず 中心集落の設定も

parishの一部において実施されたに過ぎない。第 1留に示したように，行

政単位である shireの範囲は， parishよりはるかに広大であり，時には

parishの境界をも無視して設定され，郡界を越えて複数郡にまたがってい

る場合も多い。また統計上においても 1ヲ11年までは郡単位の集計が統計

書に収載されているが それ以後は郡単位での集計は存在しない。現在の統

計区としては，ボラング郡は Wimmera統計区の東南部に含まれる。

Wimmera統計区では 1980-81年度において農牧業経営体数が4，248，

平均経営面積581ha 平均作物栽培面積 163haであり 穀物栽培中心の経営

体が 1，744，羊飼養と穀物栽塔が 1，243，羊飼養が575であり，肉牛錆養な

ど地のタイプの経営体もあるが典型的な小麦・羊地帯である。粗生産額が

4万ドル以上の経営体が60%以上を占めており 46) この点でも家族経営に

よる農牧業経営体の標準的な状況となっているが，後述のウエスタンオース

トラリアのミッドランズ統計区よりはかなり小規模である 047}

ボラング郡の人口は 1891年に 30.645人， 1901年に 30，720人， 1911年に

30，851人というほぼ3万人強で安定しており，人口密度は約 1.8人/km2で

ある 48)0 1981年では 郡域より広い範囲の人口であるが第 1図に示した

11自治体の総人口が44，053人であり，人口密度は 2.0人/km2となるから，

この間の人口は若干の増加とみられる程度であり 大きな変化がなかった可
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龍性が高い。ただし， 1986年には 43，061人へとやや減少している O

(2) 中心集落絹の変遷

ボラング郡では，前述の Horshamのほかに Glenorchyについても 1850

年に町立て用地が確定しており 49) 次いでStawe1l50)を含めて 3ヵ所の町立

てが公示された51)。郡が確定された 1871年以後の町立て用地の確定は急速

に進み， 70年代にはさらに 19ヵ所の位置の確定ないし公示が行われた5九

しかし現実には， 10年余りを経た 1891年においても，人口 200人以上の中

心集落は 8ヵ所 100人以上としても 13ヵ所に過ぎず すべてが実際に市

街化ないし中心集落となったわけではなかった。例えばGlenorchyは1871

年に 134人， 1881年に 128人， 1891年に 219人と次第に発達し， 1911年に

は428人を記録するに至るが，その後減少して日40・50年代には 200人前

後となり，現在では極めて小さな集落であり，中心集落としてはほとんど機

能していない。

このような中心集落の発達には，鉄道の敷設が重要な意味を有していた。

ボ、ラング郡では， Melbourneから BallaratとAraratを経て Stawellまで

鉄道が延びてきたのが 1876年 さらに Murtoaを経て Horshamまで開通

したのが 1879年であったo Stawellから西へは 1905年に Murtoaから北

へは 1886年に， Horshamから北へは 1882年西へは 1887年に鉄道がの

びており， Stawell-Murtoa関の Lubeckから東へも 1877年に延長されて

いる53)(第 1図参照)。前述の 1891年における人口 100人以上の集落 13は，ほ

とんどがこのような鉄道沿いの駅を伴った立地条件にあった向。

第 2表は，ボラング郡内と同郡に近接した部分における 1引1年と 1986

年の人口 200人以上の中心集落である o 1911年の最大都市 Stawellは金鉱

起源の急成長都市であったが鉱脈溜渇によって鈍化し，この地域の中心都市

の位置を Horshamに譲った。 HorshamとWarracknabealは， Australia 

Felixと呼ばれた放牧地域の中心として成長した。現在でも農牧業地帯の中

心都市として機能し とりわけ Horshamの人口増が際立っている O それと

。δ
内

i
qδ 



第2表 ピクトワア州、iポラング郡一帯の中心集落人口(1911年と1986年)

1911年 1986年

人 入
STAWELL 4843 HORSHAM 12174 
HORSHA乱f 3554 STAWELL 6252 
W ARRACKNABEAL 2484 W ARRACKNABEAL 2689 
DIMBOOLA 1435 DIMBOOLA 1514 
RAINBOW 1303 DONALD 1465 
BIRCHIP 1208 MURTOA 863 
DONALD 1193 BIRCHIP 845 
MURTOA 1147 HOPETOWN 750 
MINYIP 1134 RAINBOW 655 
BEULAH 910 MINYIP 543 
HOPETOWN 887 JEPARIT 479 
JEPARIT 869 NATIMUK 462 
SEA LAKE 854 まUNANYUP 446 
RじNANYUP 539 BEULAH 292 
WATCHEM 502 WOOMELANG 275 
WOOMELANG 501 HALL'S GAP 234 

JUNG 479 
CORACK 439 
GLENORCHY 428 
LALLAT 403 
BE豆RIWILLOCK 391 
BRIM 388 
LAEN 384 
KATYIL 361 
GまEATWESTERN 356 
KEWELL 353 
VECTIS 340 
ANTWERP 339 
ROSEBERY 333 
MOYSTON 330 
PIMPINIO 314 
WITCHIPOOL 300 
SHEEP HILLS 292 
BANYENA 282 
KALI三EE 271 
LUBECK 250 
DOOEN 250 
RHY長lNEY 218 
TAR豆ANYURK 212 
WILLEN ABRIN A 209 
WONWONDAH 208 
WATCHUPGA 207 

共に注目すべきは，中心集落数の著しい減少であり， 1911年の 42に対し，

1986年にはわずかおとなっている。前述のように この間の人口密度は全

体としては微増の状況にあるので この変化が全体人口の減少によるもので

ないことは明らかである。
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第 3表 ビクトリアチトiボラング郡一帯の轄層別中心集落数の変遷

1911年 1921年 1933年 1947年 1954年 1966年 1971年 1976年 1981年 1986年

人
200-400 22 20 18 10 11 4 3 3 3 3 

401-600 7 2 4 2 1 3 4 4 4 4 
601-800 。 7 2 4 4 2 1 1 1 2 

801-1000 4 1 8 3 l 1 2 3 2 

1001-1200 3 1 。 1 1 3 2 1 。 。
1201-1400 2 l 1 1 O O 。 O 。 。
1401-1600 l O 。 1 。 1 O O 2 

1601-1800 。 。 1 O 1 つ 2 。
1801-2000 O 。 1 。 1 l 。 O 。 。
2001 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

合計 42 36 36 2三 25 18 16 16 16 16 

第 3表によってセンサス年次ごとの変化を確認してみたい。 1911年の中

心集落数の過半を占める 22が 200'""'-' 400人の小規模な中心集落であり，こ

れに対して 1986年の間階層はわずかに 3に過ぎない。同様に 401'""'-' 600人

の階層でも 7から 4へと減少しており，このような小規模な中心集落の衰退

が中心集落数全体の減少の大半を占めていることを知り得るO 中心集落総数

は1911年が最大であり 1954年に一旦微増しているのを除いて次第に減少

しているが，この回復も人口 1，000人以下の中心集落数の増加に起因してい

るo 1911年の中心集落人口総数は 31，700入， 1954年が29，746入， 1986年

が 29，938入であるから，この聞に約 5.6%の減少がみられたことになるが，

これのみで中心集落数の減少の説明となる比率でほない。

第 3表によって指摘し得るもう一つの領向は，人口 2.001人以上の中心集

落数が終始変わらないのに対し， 601 '""'-' 2，000人の階層においてもその数が

減少し，かっ一時期は 1，601'""'-' 2，000人に存在した 2つの中心集落が 1，600

人以下となり， 1911年に1，001 '""'-' 2，000人規模で存在した 6つの中心集落

が 2つに減ったことである。換言すれば 中・下位規模の中心集落の衰退が

著しいことであるO

この聞の変化を確認する為に第 3'""'-'5図を作製した。これらの函は一辺

2.5kmのメッシュによって中心集落位置を示し グラブの高さによって人口

規模を示したものである o 1911年には第 3留のように，ボラング郡のほと

んど全域にわたって大小の中心集落が高密度で立地している様子が判明するO
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第 3図 ピクトリアチHボラング郡一帯における 1911年の中心集落
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第 4函 ビクトリア折、iボラング郡一帯における 1954年の中心集落
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第 5図 ビクトリア外|ボラング郡一帯における 1986年の中心集落

これらの中心集落問の平均距離は 12.3kmであり 55) ほとんどの農家かち馬

車ないし徒歩で最寄りの中心集落へ，最大片道8.7加を 1日で往復し得た距

離である5九前述の南ドイツ・中冨・南インドの最低次の中心集落問ないし

市場開距離が 4-------10km程度であるから，それよりは若干大きな距離といえ

るO

ところが， 1954年には第 4図のように，最低次の中心集落のほとんどが

衰退し，人口 2，001人以上の 3都市と 1，401人以上の 2都市の成長が著しい。

中心集落間の平均距離は 16.2kmへと拡大し，同留のように相対的にまばら

な分布状況となっている。この間 1920年代から 1930年代にかけて，交通・

輸送の主力は，馬車・牛車から自動車へと転換したが，鉄道は依然として最

も重要な長距離交通・輸送手段であった5九

さらに， 1986年には第 5留のように，この傾向は著しく進行して中心集

落数が減少し，平均距離は 25.3kmにまで拡大している O この段轄では鉄道

はすでに一部の長距離旅客と穀物輪送に限定され 自動車がほとんどすべて
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の交通手段であるO 各農家から最寄りの中心集落への距離12~ 13訟は，車

ではわずか 10~ 15分程度であり，車による摂り日常生活にほとんど問題が

ない距離であるO ここではそれと同時に， 1986年までの 10年間において，

HorshamとStawellを除く全中心集落の人口が減少していることに注目し

ておきたい。 Horshamの人口増加率は約 4.5%，Stawellのそれはわずか

1.6%であり，特に Horshamへの集中が著しいことになる o Horshamへは

ほぼ郡内全域から 100k田程度以内の距離であるから，車で1~ 1.5時間で到

達することができるO この付近で一般的な遺 1[81程度の買い物などには，最

寄りの小規模な中心集落ではなく，各種機能が集積した Horshamまで行っ

た方が便利であり， Horshamはこの付近では最も魅力的な中心都市であるO

以上のようにボラング郡一帯では，小規模な中心集落の消滅と，中心 2都

市への人口集中およびそれ以外の都市の人口減少という 2つのパターンの

中心集落の海汰が進行していることを確認し得るO

3. サウスオーストラリア州ゴーラー・ライト郡

出土地計画と中心集落

1829年に獄中からの新関投稿という特異な形で主張され始めた， E. G. 

Wakefieldによるオーストラリア新植民制度の確立要請は58) 曲折と修正を

経て， 1834年にサウスオーストラリア植民地設立法59)として結実した。そ

の基本は他のオーストラリア植民地とは異なった「組織的植民J政策にあっ

た。土地政策からみれば土地を下付するのではなく販売することを基本と

し，その代金を基礎として移民基金をつくり，貧しい自由移民の渡航費用に

供することによって，植民地に早く農村社会を確立することを目ざすもので

あった。そのための土地販売・入植の単位として Wakefieldは80エーカ

ーを想定していたが 当初の価格の操作にからんで第1次の購入者につい

ては 134エーカーとなった制。

新植民地の初代演量長官W.Lightは， 1837年にまず新首都Adelaideの
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都市計画と，その周辺における入植のための土地区画を設定したc 第 1次入

植者用の 134エーカーの区画と共に，残りを 80エーカーの区画とする必要

から，最初の区画は南北方向に 0.5マイル間隔で設定された直線と，その聞

における 134・80エーカーの各区画および両者の不整合によって生じた

54・26エーカーの区画が混在する状況であった。その後の植民地政府の混

乱期を経た後， G. Gawler総督と測量長官 E.C. Fromeの下で，精力的に

80エーカーの区画の設定が行われた61)0 1840年の Fromeによる測量宮への

訓令によれば， 80エーカーの区画を 4つ合わせた正方形の四局に幅 0.5チ

ェーン以上の道路を設定すること，このような方格プランの方向ないし基準

を幹線道路とすること，などが指示されていた6九従って現実に，それぞれ

の地区ごとに多様な方向をもった 80エーカー単位の区画が設定された63)。

このように New South Walesとは全く異なった出発をしたが， 1842年

には，サウスオーストラリア植民地を他のオーストラリア植民地と同ーの政

策下におくように変更がなされた64)。従ってこの時点、からは，前述の Port

Phillip Districtービクトリア植民地と同ーの土地政策となるべきところであ

ったが，実際の土地区画・土地計画については，次のように全く異なった過

手呈をたどった。

1842年末には，購入地80エーカー当り， 16頭の牛もしくは罵，あるいは

100頭の羊を 3マイル以内にある未入植地で放牧することを許可し65) さら

に1846年には入植地を hundredに区分して それぞれの内部の未入植地に

おける放牧可能家畜数を算出・布告することとした6九一方， hundredの設

定開始に先立って 1842年からは郡の境域確定・公示が始っていた6i)。同

年にまず9郡が， 1846年にさらに 2郡が追加され，現在では合計約郡とな

っている68)。

前述の 1825年における New South Walesへの指示は，植民地を郡，

100平方マイルを基準とした hundred，25平方マイルを基準とした parish

へ分割することを骨子としていたが，郡と parishの設定は進んだものの

hundredは極く一部の試行的編成にとどまった6へところがサウスオースト

4
斗
aoo 

q

、υ



ラリアでは，上述の 1846年の規定以後， hundredの設定が広範に展開して

その総数は 526に及び¥逆に parishは全く設定されなかった70)。

拐、日量・入植の単位となる区画についても，前述の 1842年の王領地販売法

は多様な面積の設定を可能にしていたが， Port Phillip District-ビクトリ

ア植民地では 1マイル四方=640エーカーの区画を基本としたのに対し，サ

ウスオーストラリアでは依然として初エーカーの正方形を基本としていたO

しかし 1850年代に入って 測量・入植地が外縁部の年間降水量の相対的に

少ない部分に及ぶと，次第に面積の広い区画の設定が行われるようになった0

1850 ~ 57年の7年半の間に設定された 12，168区画のうち 44%が80エーカ

ーより大きな区画であり 1860年代には 100~ 319 エーカーの区画が 40~

50%程度を， 1870 ~ 80年代には 320~ 639エーカーの区画が半数程度を占

めるようになった。 1890年代以後は 1280エーカー以上の区画が最も多くな

った71)。

1837年の Adelaideの都市計画以後 サウスオーストラリアでは町の建設

は余り盛んではなかったが，それでも 1864年までの 28年間に， Adelaide 

ー、
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第 6図 サウスオーストラリア州ゴーラー・ライト郡一帯の競要(実線は hundred，二点、鎖線は郡境)
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を含んで 45ヵ所の市街地区画が設定されたo Adelaideは四周を公共緑地

(parkland) がとり囲んだユニークな計画を有していたが ほかにも 11ヵ所

がこのようなパークランドにとり屈まれた形態を有し 12が部分的にパー

クランドを伴っていた。さらに 1864""'-' 1900年の間に， 192ヵ所の市信地区

画が設定されたが そのうちの 163がやはりパークランドタウン (parkland

town) であった7九このような形態は， 1864年当時の調量長官 G.W. 

Goyderが描いたモデルと合致し，基本的に各hundredごとに設定されるべ

きものとされていた7九

ゴーラー・ライト郡では， W. Lightがこのようなパークランドタウンと

して 1839年に設計した Gawlerが最初であり 74) Gawler-Light. Eyre 3郡

はいずれも 1842年に確定・公示された7町第 6図参照)。各hundredの形状は

ライト郡およびゴーラー郡の東辺では不整形であるが，その東西では直線で

区画されているO 前者の方が設定が吉く，後者の方が新しいが，特にライト

郡への入植と開諾は桔対的に早く，人口は 1850年に 384人， 1861年に

14，980入， 1871年に 20，019人， 1881年に 16，328人といった状況であった。

これに対し，同じ年次にゴーラー郡では 32人， 3，784入， 8，660人， 12，382 

人であり，同様にエア郡では 52人， 1，097入， 2，332人， 4，457人であっ

た7九ライト郡ではすでに 1870年代に人口減少を示している o 1881年のラ

イト郡の人口密度は 7.1人/km2 ゴーラー郡のそれは 4.8人/km2であるか

ら77) 前述のボラング郡に比べるとすでに 2.4""'-'3.5倍となっている O 両郡

にかかわる自治体の範囲で算出すると78) 1981年には 5.7人/km2であるか

ら，1881年の南郡の 5.8人/km2に比べるとむしろ微減となる O

従って 1880年ごろには，ゴーラー・ライト郡一帯の人口は約 3万人強と

なり，すでに安定期に入っていたことになるO 記述のボラング郡と面積は異

なるものの，極めてよく似た時期に，類似の人口規模に達していたことにな

るO

しかし，入植規模はボラング郡に比べると著しく小さく，第7函のように

ライト郡の大半とゴーラー郡の東南部は 80エーカーの区画4つを単位とし
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サウスオーストラワア外|ゴーラー・ライト郡の方格状土地区画

5 Q 

第 7圏

ゴーラー郡の中・西部ではこれより大きな区画が展開している。た方格網が，

この一帯では農牧業経営体の平均経営面積は 250"""'"500 1984年ごろでも，

ボラング郡の約半分である均。穀物栽培・羊飼養が中心ha程度に過ぎず，

ライト郡南半部の一帯から需は

ブドウ栽培・ワイン醸造地域として有名である O

である点、はボラング郡と同様であるが，

Barossa谷と呼ばれ，

中心集落絹の変遷(2) 

前述の Gawlerが最も早く 1839年に計画され，ゴーラー・ライト郡では，

40年代に入るとさらに 6つの中心集落の区画が測量された。 1911年の人口

そのうち 1840年代までに200人以上の中心集落数は第4表の 46であるが，

或立したのが計7. 50年代に 13.60年代に 11.70年代に 12が設定されて

いる 80)。先に 1880年ごろから，人口が大きな変動を示していないことを指

橋したが，中心集落についてもそのころにはほぼ出詣っていたことになる O

ここでも鉄道は重要な役割を果たし 1850年代までにすでに Adelaideか

らGawlerに到達していたが， 1850年代には北東方向へと Kapundaまで延
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び，さらに Roseworthyから分岐して HamleyBridge vこ至った(第 6図参照) 0 

60年代には Kapundaから北東方向， Hamley Bridgeから北へと延長され，

第4表 サウスオーストラリア州ゴーラー・ライト君~一帯の中心集落人口(1911年と 1986年〉

1911年 1986年

人 入
GAWLER 4037 GAWγLER 11354 
KAPUNDA 2167 NURIOOTPA 3209 
BALAKLAVA 1551 TANUNDA 2856 
ANGASTON 1265 ANGASTON 1823 
TANUNDA 1104 KAPUNDA 1622 
RIVERTON 1023 BALAKLAVA l365 
EUDUNDA 1002 FIミEELING 827 
FREELING 859 LYNDOCH 706 

LYNDOCH 772 EUDU芸DA 657 
HA乱1LEYBRIDGE 769 HAMLEY BRIDGE 584 
SADDLEWOまTH 666 MALLALA 536 
PORT WAKEFIELD 606 PORT W AKEFIELD 517 
NURIOOTPA 581 τWO WELLS 487 
WILLASTON 555 SADDLEWORTH 403 
MALLALA 444 GREENOCK 369 
GREENOCK 431 OWEN 234 
POINT PASS 410 
PORT GAWLER 400 
おEALE'SFLAT 394 
TWO WELLS 389 
孔lINTARO 376 
TRURO 357 
ALMA 356 
"¥VASLEYS 337 
TAまLEE 336 
F ARRELL'S FLA T 330 
MANOORA 316 
GRACE PLAINS 315 
JULIA 313 
MOCCLTA 295 
MARRABEL 293 
LIGHT PASS 
IINKERMAN 288 
WATE豆LOO 273 
DUTTON 272 
ROBERTS TOW下J 271 
STOCKWELL 268 
EDEN VALLEY 257 
OWEN 257 
五EYNETON 251 
DUBLIN 248 
ROSE京rORTHY 248 
STOCKPORT 233 
VINE VALE 231 
ALLANDALE 217 
ST. KITT 201 
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Port Wakefieldから Balaklavaを経て北へ向う路線も開設された。 70年

代には Balaklava-Hamley Bridge閉が， 80年代には Adelaideから Two

Wells， Mallalaへの路線と， Gawlerから Barossa谷の Tanundaと

Nuriootpaを連ねる路線が開通し， 20世紀初めまでには前者がさらに北北

西に延びて鉄道網が完成した81)。

第 4表にみられるように， Gawlerはすでに 1911年において人口 4，000

人以上の都市となっており 1986年には 1万人以上に達している o Gawler 

はAdelaideの北東 40km弱の地点に立地し かつては確かに純粋な農牧業地

域の中心都市であったが，現在は Adelaideと郊外列車で結ばれ，衛星都市

としての機能もわずかながら合わせもっているO 同表はまた この間におけ

る中心集落数の激減をも示している o 1911年の中心集落人口の合計は

26，853人， 1986年のそれは 27，549人であり，この間に 2.3%の増加を示し

たことになる。しかし，前述のような Gawlerの状況を考慮すれば，停滞も

しくは微減に近いことになり，ボラング郡の場合と基本的な栢違がないと見

なし得る O

この聞の変化の様相をさらに第 5表で確認したい。中心集落の減少は

1910年代から姶っており，前述のボラング郡と同様に 1954年で徴増に転じ

た後，再び減少して 1976年以蜂は 16で一定している G また，最大の変化が

入口 400人以下の最低次の中心集落数の減少によっており これのみで減少

数が 27に達するO このような変化もまたボラング郡と酷似しているが，中

第 5表 サウスオーストラリアチト!ゴーラー・ライト郡一著の階屠期中心集落数の変遷

1911年 1921年 1933年 1947年 1954年 1966年 1971年 1976年 1981年 1986年

人
200-400 29 17 13 10 13 5 5 4 2 2 

401-600 5 4 5 6 4 7 4 3 6 5 
601-800 4 5 2 1 4 2 2 1 2 2 

801-1000 1 2 1 O 1 O O 。 O 

1001-1200 3 l 2 I 2 2 1 。 O O 

1201-1400 1 2 4 4 O O 1 2 2 1 

1401-1600 1 I O O 1 O O O 。 O 

1601-1800 O 。 O O I O 。 1 1 

1801-2000 O O 。 O I 2 2 O O 

2001- 2 1 1 1 I 2 2 3 3 3 
メ仁うヨ、 計 46 33 28 23 28 20 17 16 16 16 
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間階層の中心集落の減少はそれ程大きくはない。しかし人口 1，000人台の中

心集落は， 1911年の 6から 1986年の 3へと確かに減少しているのであり，

この限りでは全く同様の傾向にある O 異なるのは第4表から知られるように

N uriootpa. Tamunda • Angastonの人口増であり，この 3都市はいずれも

2000--ー・・ーーー
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も

第 8図 サウスオーストラリアチ|、iゴーラー・ライト郡一帯における 1911年の中心集落
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第 9図 サウスオーストラリア外iゴーラー・ライト郡一帯における 1954年の中心集落
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Barossa谷のワイナリ一地帯の中心都市でるる o Barossa谷の集約的農業と

醸造・観光産業がこれらの中心集落の或長を支え ボラング郡と異なった様

相を示していることになろう O

さて，第 8------問題によって，中心集落の分布と人口規模の変化を検討し

たい。 1911年段踏では 第 8函のように 46の中心集落数の分布はほぼ均等

であり，分布密度はかなり高い。中心集落関の平均距離は 7.8kmに過ぎず、南

ドイツの最母次中心集落関距離とほぼ再様であり 農村社会を皐く確立する

という初期の植民政策の一端が実現していることになる。この段階では

Gawlerがすでに最大の都市であるが その規模はそれ程突出していない。

1954年の段階では第9図のように，最低次の中心集落の海汰が進み，中
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第 10図 サウスオーストラ l)アチトiゴーラー・ライト郡一帯における 1986年の中心集落
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心集落数は 28，平均距離は 10.9kmとなる o Gawlerの突出が目立つように

もなっている O

1986年になると，第 10図のように最低次の中心集落が誌とんど消滅し，

中心集落数が 16 平均距離が 15.1kmとなり Gawlerと前述の Barossa谷

の3都市の成長が目立つO

以上の状況は，すでに第5表の分析で指損した点と再様に， Barossa谷の

近接した 3都市の成長を那とすれば，ボラング郡の場合との類似性が高い。

しかし大きく異なるのは，各年次で若干の差異があるものの，いずれも平

均距離がボラング郡の場合の 0.6'"'"'0.7倍となっていることである O つまり，

中心集落の分布密度が著しく異なっているのであり，近接した中心集落が成

長を続けている前述のワイナリ一地帯を除いた場合にこの差が若干縮まるも

のの，このような基本的性格は同様である O 年間降水量や地形条件に大きな

差異がなく，各種の輪送条件も罰じ時期のボラング郡と大差がないとみなし

得ることからすれば，最大の要因は開拓システムと開拓・入橿の規模の違い

にある可能性が高い。

前述のようにゴーラー・ライト郡付近の大半で辻 Wakefieldの組織的植

民思想に由来する 80エーカーの基本単位による土地区画の設定・入植が行

われ，確かに相対的に高人口密度の農村社会を成立させたO 従って，すでに

指摘したように人口密度それ自体もボラング郡の 2.4'"'"'3.5倍に達している O

このことが中心集落の高分布密度を規定する最大の要国と考えられる可能性

が高いことになろう O とすれば入撞・開拓の擦の土地システム，とりわけそ

の規模が，人口密度を介して中心集落の分布密度を規定していることになろ

うO この点については後に改めて検討を加えたい。

4. ウエスタンオーストラリア州ミッドランズ統計区

出土地計画と中心集落

ウエスタンオーストラリア植民地は，サウスオーストラリアと異なり，

今
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1829年の設立以来 New South Walesと同ーの規定・指示の下にあった。

初代準総督のJ.Stirlingは New South Wales総督への勅令の写しを与え

られてそれに従うよう指示されていた82)し E ンドンでは ウエスタンオー

ストラリアが郡・ hundred• parishに区分され， 1平方マイルもしくは 640

エーカーの区画を基本として土地が販売されると公示されていた83)。

しかし， Stirlingと灘量長官J.S. Roeが設定した土地昆画は， Swan JI! 

やその支流に短辺を接した狭長な形状の長大な区画であった料。ミッドラン

ズ統計区西南隅に相当する Avon川流域に設定された区富はこれほど狭長な

形状ではなかったが，幅や長さが一定せず¥ほほ流路に亘交する方向で，短

辺 1マイル程度ないしそれ以上の長方形に設定され，面積5，000エーカー程

度のものが多かった85)0 1839年には英本国においても 5平方マ千ル以上の

土地を 1区画として販売することが容認されるようになり 86) 方格プランへ

の志向性がなくなると共記大区画の設定が進むこととなった。 1843年には

土地区画の総辺長の 4分の 1以上が河川に接しないように規制することが定

められ， 1851・1860・1864・1872にもほぼ司ーの方針が確認された87)。

一方 1839年以来新たな区画は 旧来の同一地区の区画と同一方向に設

定すべく定められていた88)ので 第 11図のようなミッドランズ統計区の範

第 11図 ウエスタンオーストラリアチliミッドランズ統計区の援要(一点鎖擦は shire境界線)
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第 12図 ウエスタンオーストラリア州

ミッドランズ統計区における

地割方向の概要
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囲でも，このころの入植・開拓地域では，第12図西南部のように，西北-

東南，西高一東北方自の地割パターンが多い。 1872年に至ってようやく，

既存の土地区画の方向に必ずしも従う必要がないとされ89) 1887年には明

確に東西-南北方向の方形の区画とすることが定められた的)。この規定は同

時に新たな土地販売のシステムを定めており ミッドランズ統計区の主要部

が含まれる当時の SouthWest Dれァls10nにおいて， 2，000エーカー以上，場

合によっては 5，000エーカー以上を単位として販売され，土地区画の標準は

農耕地帯でも 100~ 1.000エーカー 農耕地帯以外では 500~ 3，000エーカ

ーという広大なものであった判。

このように 1マイル方格のセクションは ウエスタンオーストラリアでは

全く設定されなかったが パリッシュや郡についても同様であった。確かに

郡の予定区語は設定され， parishへの縮分に対する関心もなかったわザで

はないが， 1852年の Roeの報告においても依然として予定のままであり 92)

終に正式な郡として確定されることはなかった。地方行政上重要であったの

は道路の建設・管理であり ミッドランズ統計区にかかむる範屈では， 1843 

に Swan.Yorkの districtcommi tteeが設置され 1871年には roaddis-

trictとして lrwin，Victoria Plains， Swan， Tooday， N ortham， Y ork， 

Beverleyが設定され，その後次第に細分された問。現在は第11図のような

shireが自治体として機能している O

ミッドランズ統計区のこのような土地計画・区画は，前述のボラング郡や

ゴーラー・ライト郡と辻全く異なった状況であるが，町の建設についてもや

はり差異が大きい。 1830年にこの地区に最初の町Yorkが計酉され94) 30 

年代にはさらに Northam • Beverlay. Toodyayが設定された向。しかし，

f邑のオーストラリア植民地に比べて人口増もゆるやかであり，前述のように

計画的な中心集落の配置に結び付くような土地計画も採用されなかったこと

かち，ウエスタン才一ストラリア全体としても 1870年代までの中心集落の

計画・設定は撞めて低調であった。その活発化は 1880年代に入ってからで

あり，そこに果した鉄道の影響はとりわけ大きかった。

ハ
h
U

A
可
d
q
J
 



Perthから東へ鉄道が廷び、て Chidlowまで開通するのが 1884年，そこか

らさらに東へ延長され， N ortham • Y or k • Bever ley. N ewca ttle (Toodya討を

結ぶ、のが 1887年のことであった96)(第五図参照)。

1990年代に入ると Northamから東へ，ミッドランズ統計区を貫通する東

西幹線およびその北側の Goomallingを経由するルートや， Yorkから

Quairadingへのルートが開設され， Ginginを経て北へ向う路線も開通した。

1900年代に入ると間もなく斑erredinから西南への蕗線も開設された向。

1990年代以降，これらの鉄道駅のところに中心集落が成立し，その数は急

速に増加した。しかし ボラング郡では 1891年に ゴーラー・ライト郡で

はそれより前に人口が30.000人台となっていたが ウエスタンオーストラ

リアでは 1880年代に植民地全体の人口が漸く 30，000人台となったG

ミッドランズ統計区にほぼ対応する 2自治体と 12のroaddistrictの合計

人口は， 1921年でも 22，379人であり，人口密度は 0.32入/km2に過ぎな

い9九しかし，中央部付近の roaddistrictである Meckeringで 2.09人

/km2， Kellerberrinで 2.35人/凶と，この付近では，ボラング郡などに比

較的近い。ところがミッドランズ統計区の 1981年の人口は 48，303人であり，

人口密度は 0.45人/km2であるから，統計区全体としては人口密度は今日ま

で一貫して低いことになるO

ミッドランズ統計区では，前述のように東側ほど韓水量が少なく，西側ほ

ど多い。農牧業経営体の標準的経営規模はほぼ年間降水量に対応し，国統計

毘西南寄りの Northam付近では蜂水量 500mm程度，平均経営面積500ha弱，

東端の Yilgarnでは 300mm弱， 7，000 ha弱となっているO しかし 1経営体

当りの粗生産額が最も大きいのは年間蜂水量350~ 450mm程度，平均経営面

積 1，000~ 2，000 haの部分であり，ミッドランズ統計区の中央部付近に北西

一東南北方向に存在する東西福 100~ 150k回程度の範囲である問。前述のゴ

ーラー・ライト郡はもとより，ボラング郡の平均600ha弱という規模に比べ

ても，ミッドランズ統計区の大半の部分では，平均経営面積が極めて大きい。

ちなみに同統計区の面積がボラング郡の約4倍に達するにもかかわらず¥農
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牧業経営体数は 4.1130979年)であり ほぼ同数である O

(2) 中心集落網の変遷

ウエスタンオーストラリアにおける中心集落の成立が 一部を除いて梧対

第 6表 ウエスタンオーストラリアチliミッドランズ統計区の中心集落人口
0911年， 1954年， 1986年〉

1911年 1954年 1986年

ノ¥ 人 人
NORTHA話 4205 NORTHAM 5725 NOIミTHAM 6377 
YOまK 2019 MERREDIN 2342 MERREDIN 3001 
SOUTHERN CROSS 1601 YORK 1720 MOORA 1469 
BEVERLEY 1453 KELLERBERRIN 1145 YORK 1122 
TOODYAY 1001 BULLFINCH 991 KELLERBERRIN 906 
孔1:00RA 974 CUNDERDIN 917 SOUTHERN CROSS 898 
KELLERBERRIN 903 WUNDOWIE 877 五号TONGANHILLS 826 
GOO恥lALLING 791 BEVERLEY 854 JURIEN 730 
BULLFINCH 768 MOORA 829 BEVERLEY 725 
孔1ECKERING 589 QじAIRADING 826 LANCELIN 724 
CUNDERDIN 545 GOOMALLING 804 CUNDERDIお 696 
GINGIN 421 TOODYAY 795 WUNDOWIE 685 
DO¥VERIN 405 WY ALKA TCHEM 723 QUAIRADING 654 
TA話MIN 401 BRUCE 豆OCK 718 DALWALLINU 571 
DOODLAKIN 393 DOWERIN 637 GOOMALLING 569 
NANGEENAN 377 NEW NORCIA 633 BRUCE 1ミOCK 564 
GREENHILLS 375 SOUTHERN CROSS 625 TOODYAY 557 
YORKPAKINE 341 MECKERING 593 CERVANTES 532 
MARVEL LOCH 329 WONGAN HILLS 513 NAREMBEEN 475 
孔1ERREDIN 274 KOOIミDA 494 WY ALKA TCHEM 429 
KORRELOCKING 244 TRAYNING 456 GINGIN 420 
QUAIRADING 240 DALWALLINU 416 GUILDERTON 385 
CO京TCOWING 240 NUNGARIN 398 DOWERIN 377 
NEも!VNORCIA 236 MILING 384 KOORDA 331 
GRASS VALLEY 235 GINGIl'、J 382 MUKINBUDIN 322 
DANDARAGAN 234 MUKINBUDIN 373 TAMMIN 265 
BAANDEE 233 NAREMBEEN 363 LEDGE POINT 257 

BENCUBBIN 340 
BINDOON 331 
TAMMIN 324 
BALLIDU 295 
WATHEROO 295 
PITHARA 284 
CALINGIRI 268 
DANDARAGAN 264 
KUNUNOPPIN 262 
BAKER'S HILL 244 
WUBIN 236 
MUCHEA 219 
COOMBERDALE 217 
YERICOIN 207 
BOLGAまT 201 
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的に遅いことは前述の如くであり，第6表にみられるように ミッドランズ

統計区でも 1911年には総数 27に過ぎなかった。 1954年には 42に増加し，

1986年には再び27となっているO この 3年次の中心集落人口の総数は，そ

れぞれ 19，827，29，520， 24，867であるから，これもまた中心集落数の動向

とほぼ対応していることになる o Northamは1911年にすでに 4，000人以上

の都市となっているが， 1921年， 1947年， 1971年， 1981年， 1986年の各

年には，それぞれ約 10年前の統計年次より人口が減っており， 1986年でも

6，377入である O ボラング郡の Horshamやゴーラー・ライト郡の Gawler

の場合も， 1911年には同様に 4，000人前後の規模であったが，その後一貫

して人口増加が続き 1980年代にはいずれも人口 1万人以上となっている

のに比較すれば極めて停滞的であったとみられる。

相前後して成立した York-Beverley.Toodyayの場合，さらに明確な衰

退を示しており， York は1920年代と 1970年代後半， Beverleyは1940年

代後半から 1960年代前半にかけて， Toodyayは1930年代中ごろから 1940

年代中ごろにかけての時期を除けば人口は停滞ないし減少している。 1911

年にわずか 274入でるったにもかかわらず 1986年に 3.001入と第2位に

なっている抗erredinの場合も， 1970年代前半までは急成長が続くが，そ

の後は停滞・微減の状態であるO

このような中心集落全体の 1954年までの増大とその後の停滞性は，前述

のボ、ラング郡やゴーラー・ライト郡と大きく異なる点、であり 第 1位の都市

の停滞性もまた同様であるO 小稿の目的からははずれるが 後者の検討の擦

には， Gawlerが Adelaideから亘線距離で約 40km，Horshamが Mel-

bourneから約 270切であるのに対し NorthamはPerthから約関同であ

り，大都市圏の規模を考慮、しでも 両者の中間的位置を占めることに留意す

べきであろう 100)。

第 7表によって階屠別変化を追ってみたい。中心集落総数は 1933年と

1947年の簡で一旦落ち込むが 1954年にはピークに達し その後1966年ま

でに急減の後，停誇的に推移していることになるc この変化は，やはりまず
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第 7表 ウエスタンオーストラリア州ミッドランズ統計区の階層別中心集落数の変遷

1911年 1921年 1933年 1947年 1954年 1966年 1971年 1976年 1981年 1986年

人
200-400 13 17 18 16 20 9 7 5 7 6 
401-600 5 4 10 6 b 2 4 5 7 8 

601-800 2 4 3 4 6 7 4 6 6 6 

801-1000 2 2 2 。 7 2 4 4 1 3 

1001-1200 1 1 O 1 1 2 2 2 2 1 
1201-1400 。 。 O 。 。 1 O 。 。
1401-1600 1 1 1 。 O 1 1 O 1 

1601-1800 1 O 1 1 。 O O 1 。
1801-2000 。 。 。 1 O O 。 O 。 。
2001- 2 1 1 1 2 2 2 2 フ 2 
d仁E3h 計 27 30 36 30 42 26 25 25 26 27 

第 1Vこ200'""" 400人の中心集落数の増減によっているO ミッドランズ統計区

の場合，人口 601'""'-' 1 ，000人の措層の中心集落数の増減も関与するところが

大きく， 1911年に 4だったものが 1954年に 13となり 1986年には 9と

なっている。先2こ指指した 1911年に1.001 '""" 2. 000人程度であった中心集

落の動向もこれに関わっており， 1954年までの増加とその後の急激な減少

という，ボラング郡やゴーラー・ライト郡にはみられなかったか顕著ではな

かった状況である。

ミッドランズ統計区一帯では， 1910年代以後においても，記述の鉄道網

に新しい部分が加わり 1ヲ20年代には小麦生産が急速に増大した 101)0 1949 

年から 1969年の時期はウエスタンオーストラリア全体での一種の農牧業ブ

ームの時期であるが102) この時期の後半には 相対的に古い農牧業地域で

あるミッドランズ統計区の中央部付近ですでに人口および、農牧業経営体の減

少が姶まっていたI問。これちの状況が 他の事例地区との相異の背景にあ

るO

第 13'""" 15図においても，このような変化が明確となる O ただし，第 13

'""" 15図のメッシュは一辺5kmを示し 第 3'"'-' 5. 8 '""'-' 10図の 1/2の縮尺で

ある o 1911年においては第 13図のように 同図の長辺方向すなわち東西の

帯状の部分に中心集落の分布密度が高く，それ以外の部分では分布は極めて

少ない。前者の帯状の部分は，前述のように 1890年代に開通した内陸の金

山の町KalgoorlieとNorthamを結ぶ鉄道を軸とした部分である O
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第 15図 ウエスタンオーストラリア刑ミッドランズ統計区における 1986年の中心集落

ところが 1954年には，第 14図のように中心集落の分布は，はるかに広域

に及んで、いるO つまり 1911年にはぼとんど中心集落の分布がみられなか

ったか極めて少なかった西端部，北半部，東南辺付近などに立地するものが

増加し，一方すでに分布密度の高かった帯状の部分ではすでに淘汰が進行し

ているのである O その後， 1986年までには淘汰がさらに進行し，第 15図の

ように分布が拡散したままで密度が低くなっているのであるO 第 13図と第

14図の期間に見られるような 立地の増大と一部における淘汰の同時進行

が，すでにみてきた事例地区には存在しなかった動向であるO

中心集落問の平均距離は， 1911年に 23.5訟であり，中心集落数が最大と

なった 1954年でも全く間ーの距離となるO このことは， 1911年において中

心集落の密度が 東西の帯状の部分においてすでにピークに到達していたこ

と， 1954年までに立地が進んだ部分においても類似の密度で分布が進んだ、

ことを示しているO しかもこの平均距離は 1911年にはボラング郡の約1.9

倍，ゴーラー・ライト郡の約 3倍に達し， 1954年でも，それぞれ約1.5倍

つ】
A
H
V
 

A斗・
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約 2.2倍である G 淘汰が進んだ、後の 1986年においても，ミッドランズ統計

区では 35.2kmであり，ボラング郡の約 1.4倍，ゴーラー・ライト郡の 2.3

倍である O ボラング郡との差は多少縮小しているが，それでも中心集落問の

平均距離は，ミッドランズ統計区では著しく大きいことになる。事関地区の

自然条件に大差はないとみなし得るから その理由はやはり土地計画や入

植・開拓の過程と関わる可能性が高いが，この点については改めて対比検討

を行ーいたい。

5. 中心集落縞の密度と配置パターン

(1) 中心集落分布密震の差異とその要因

ボ、ラング郡では， 40平方マイノレ程度を標準とする parishが設定されたが，

当初の計画通りに中心集落が各parishにーヵ所設定され，それが人口 200

人以上に成長していたとすれば 中心集落間の平均距離は 10km強となる筈

であるO ただし，この 40平方マイルという標準面積自体が すでに当初の

25平方マイルの修正実行値であり，しかもすでに述べたように， 1870年代

までに計21ヵ所の位置が確定・公示されたに過ぎず， parish数の約4分の

lに過ぎない1制。つまりこの公示段階では 分布が均一であったとし，

parishを平均40平方マイルと仮定すれば，約20kmの平均間隔であったこと

になる。

また，ゴーラー・ライト郡では 100平方マイルを標準とした hundredご

との中心集落の設置が計画されていたのであるから 同様に約 16胞が計画

的平均距離である。しかし現実には 前述のように 1870年代までにすでに

43が設定されており hundred数 17の約2.5倍であるO 均一分布と仮定す

ればこの段階ですでに平均距離は約 10kmであり ボラング郡の約半分とな

る。つまり当初のマスタープランでは ボラング容とゴーラー・ライト郡の

中心集落間距離が 1: 1.6程度となる筈であるが，立地計画実施結果は 1

0.5とむしろ逆の比率になっているO
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現実には，すでに述べたように 1911年にはボラング郡で 12.3回，ゴーラ

ー・ライト郡で 7.8k聞であり 結果的に前者は当初の計画によって算出した

予測値に近いと見ることができるが，後者は大きく相異しているG 比率は

1 : 0.6程度であるから，むしろ前述のような立地計画実施結果の 1: 0.5 

の方にはるかに近いことになるO 従って，中心集落の立地や配置には，当初

のマスタープランそのものよりも それを基礎としつつも実態に合わせて変

更が加えられた実施計画の影響の方がより大きいことになる O これには

parishやhundredがいずれも， shireや districtcouncilといった行政や自

治の単位に結び、付かなかったという事実とも関連している。

一方， parishやhundredといった土地計画の単位自体が全く意識されな

かったウエスタンオーストラリアの場合 1911年における中心集落語の平

均距離はさらに大きくて 23.5kmに及び 中心集落数が最多であった 1954年

でも同様であったことにも留意しておく必要があるO この立地の最大の規定

要因は，むしろ鉄道駅間距離つまり，穀物・羊毛の馬車・牛車輸送による集

荷と集客の適正距離として考えられたものであった可能性が高く，また結果

的にボラング郡での中心集落立地計画の実施状況について 一定の仮定の下

に算出した平均距離に近似している O

中心集落の分布密度とその変化をより強く規定しているのは，すでに述べ

たようにむしろ土地区画や入植・開拓の規模の方である可能性が大きい0

640エーカーを標準的な単位としていたボラング郡と 80エーカーないし少

し後に 160エーカーを標準的な単位としていたゴーラー・ライト郡，なちび

にさらにその 3~4 信以上の面積を単位としていたミッドランズ統計区では，

農牧業経営体の経営面積が著しく異なり，人口密度もそれに対応して大きく

異なっている O ボラング郡では 1911年に1.8人/km2，ゴーラー・ライト郡

では 1881年にすでに 5.8人/ば，ミッドランズ統計区では 1921年でも

0.32/km弓こ過ぎず 1981年でも 0.45人/km2であった O

ところで前述のように ボラング郡とゴーラー・ライト郡は 1911年に中

心集落数が 42と46 ミッドランズ統計区では 1954年に 42であり，いずれ
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も人口約30，000人であった。しかし面積が大きく異なるので，平均圏域面

積は 370km2，135km2， 2， 625km2となる O 従って 中心集落の分布が均一である

と仮定すれば，ボラング郡，ゴーラー・ライト郡，ミッドランズ統計区の中

心集落間距離比は，約 1.7: 1 : 4.4と算出されるO 一方 実際の平均距離

は，それぞれ 12.3km，7.8km， 23.5kmであるから，その比は沼ぽ1.6:1 . 

3.0となるO ところですでに第14留で示したように ミッドランズ統計区

では東北部付近の人口・中心集落分布が空白に近く 中心集落の分布が均ー

という仮定は必ずしも妥当ではなく，同統計区については平均距離が過大に

算出されているO 従ってそれを考慮するとすれば両者は近似していると見

ることが可能であろう O 換言すれば，中心集落の空間的配置は，全体として

は人口密度に対応していることになるG

前述のように入口密度の差異は，入植・開拓の規模によっており，その差

異は土地計画の差異に由来しているO またすでに指摘したように，中心集落

聞の平均距離は，その実施計画とも対応関係があるG 実施計画は，当初のマ

スタープランに，現実に立脚して修正が加えられたものであるから，すでに

本来の土地計画に含まれた集落立地計画そのものとは言い難いが，それにし

ても土地計画とのある程度の関連性が認められることになる。中心集落の空

間的配置の状況は 入植・開拓にかかわる土地区画の部分と 中心集落立地

計冨の部分からなる，土地計画の二つの要素に共に規定されていると見るこ

とができる。

以上が小穣の第 1の目的に対する検討結果であるが，これに関連してI.J. 

S. BowieとP.]. Smailesの報告にふれておきたい10九

それによれば，入植・開拓の際の土地計画の椙異にもかかわらず人口密度

が同程度となり 一方で中心集落の規模と相互の距離Lこ差異が生じている場

合があるとされているO ゴーラー・ライト郡およびその北側付近と New

South Walesの中央部付近を対比した結果 前者では中心集落の規模と相

互の距離が小さく，後者では逆であり，同時に前者は中心集落数が多く，後

者は少ないとされるO 確かにこの事現j付近では 前者に中心集落の分布は密

FlD 
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であり，後者では疎でるる。しかし事例は長方形の同面積の範囲で対比され

ており，前者は最も人口の多い Gawler.Tanundaのすぐ北側で切断して需

都市を捻外した部分である 10ヘ従って この対比が現実的であるかどうか

には疑問が残るが，それでも前者は Gawler-Tanundaを捻く 10district 

councilで 4.2人/凶2となり 後者は事例の範毘にかかわる 4shireの平均

入口密度を算出すると 2.8人/km2であり 両地区には相当の人口密度の差異

がある 10九従って 中心集落の分布密度 すなわち中心集落関距離の差異

が存在することは明らかであるが 現実にはこのように人口密度も大きく異

なっており，やはりそれが重要な要素であることは見逃すことができない。

任意の小さな地区を切り取れば 中心集落分布が必ずしも均一ではない以上，

BowieとSmailesが対比したような部分を取り出すことは可能であるが，

それは適正な対比ではない。中心集落の分布密度すなわち中心集落聞の平均

距離の説明は，やはり上述のような土地計画の二つの要素によってなされる

べきであろうが すでに述べたようにその変動が大きいことからすれば，動

態に注目した通時的検討と説明の可能性も残されているO この点、は先に副次

的目的として設定した視角にもかかわることになるO

(2) 中心集落の空需配置とその変化

まず¥第 16図によって 3事例地区における中心集落間の平均距離の変化

の状況を見ておきたい。すでに述べたように 中心集落数の増減に伴ってそ

の距離が大きくなっているが その変化はゴーラー・ライト郡ではなだらか

であるのに対し，ミッドランズ統計区では変動幅が大きく，ボラング郡では

中間的である O 一つの理由は ミッドランズ統計区のみが，最大中心集落数

となった年次が遅く 1954年まで下ることに求められる可能性がある o 3 

事例地区が最大中心集落数となった段階では1.6:1 : 3.0であった平均距

離比が， 1ヲ71年に 1.7: 1 : 2. 7， 1986年には1.7: 1 : 2.3になっている O

この関にボ、ラング郡とゴーラー・ライト郡では人口が惇滞ないし微減し，ミ

ッドランズ統計区では逆に増加しているO 従ってこの変動についても，人口
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第 16図 3事伊j地互における中心集落開平均距離の変化

密度の動向に対応していることをまず確認しておいてよいであろう O ミッド

ランズ統計区の変動幅が大きい点、も，同様の理由である可能性が高い。すで

にボラング郡では 1971年以来人口 2，001人以上， 601 '"'-' 2，000人， 200 '"'-' 

600人の中心集落数が 3，6， 7で国定しており，ゴーラー・ライト郡も

1986年にはそれぞれ同数となっているO これに対してミッドランズ統計区

では， 1986年に 2，11， 14であるが，さらに海汰や新たな立地が進む可能

'性もある O

第 17図~第 19国は中心集落数が最大となった年次と 1986年の中心集落

分布について， Thissen多角形分割を試みたものである。ボラング郡の場合

第 17A図のように， 1911年では南場部を除いて比較的均等な分布状況とな

っているが，多角形の平均辺数も 5.68となり，六角形に近似しているとみ

なし得る 108)0 1986年までには著しく淘汰が進んで 17B図のようになるO

1911年段階で人口 600人以下であった最低次中心集落は， 2ヵ所を除いて

すべて消滅し，新たに 2ヵ所の最低次中心集落が成立している 10九最低次

の中心集落の多くが消滅し，その市場圏が中・上位の中心集落に分割・吸収

されたと見ることができょう O
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第 17罰 ピクトリア州ボラング郡一帯の中心集落分布と Thissen多角形分割

前述の New South Walesの場合 1981年の人口密度が 2.8入/km2であ

り，同年のボラング郡は 2.0人/kmzであるからこれよりは高いが，中心集落

の分布密度はこれより低い11九しかし例えば ボラング郡で現在進行して

いるような中心集落の淘汰がさらに進行し，同時に人口が増加して人口密度

が高くなった場合を想定すれば N ew South Walesの前述の 4shire付近

はボラング郡で進行している変化の延長上にあることになる 111)。才一スト

ラリアの農牧業地域の場合 農牧業の状況すなわち農牧業経営体の生産規模

は必ずしも面積に対応せず¥またその生産規模や労働力雇用量が，サービス

センターであり農業雇用労働者の居住地でもある中心集落の人口にも大きな

影響を及ぼす112)。従ってこの可能性自体を否定することはできないが，も

う一つの可能性は，ボラング郡で進行している低次中心集落の淘汰・消滅が

さらに進行して，分布密度が一層f尽くなる方向である。農牧業の構造が激変

しない限り，後者の可能性の方が蓋然性が高い。人口密度と中心集落分布と

の対応関係の逆転状況は，急速な変化の途上における一次的現象である可能

性を考慮する必要があろう C
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第 18[;ZJ サウスオーストラリア折、iゴーラー・ライト郡一帯の中心集落分布と Thissen多角形分艶

第 18A図は 19日年のゴーラー・ライト郡における中心集落分布と This-

sen多角形分割の状況である。多角形の平均辺数は 5.5であり，ボラング郡

の場合より数値が小さく また東南部の Barossa谷では中心集落の分布密

度が高い。この段階での中心集落田平均距離が南ドイツの場合と近似してい

たことは前述の如くであるが 1986年には 18B函のように分布密度が低く

なっている o Gawlerの首位は変らないが， N uriootpa • Tanundaという

Barossa谷の中心集落の成長が著しく， 1911年に第2位であった Kapunda

や Eudanda• Rivertonといった 1.000人強の人口を干ました中心集落の衰退

が著しい。 Rivertonに至つては中心集落としての地位を完全に失ってしま

った。

ゴーラー・ライト郡では 1911年の中心集落数46から， 1986年の 16へと

減少し，その比率そのものがボラング郡よりは大きい。 Barossa谷における

都市の成長を考慮すると，穀物作・羊飼養地帯における中心集落の淘汰・減

少は極めて著しかったことになる O この地区一帯は 1870年ごろにすでに人

口のピークを迎えており 70年代にすでに減少を始めていたことは前述の

如くである G 初期の 80エーカーという小規模な入植単位は，高ドイツと類

似した中心集落の分布密度をも含めて，農業社会の皐期形成に成功はしたが，

その後の経営規模の拡大の趨勢の中で，多くの農家が離農を余儀なくされ，

廃屋の分布が目立つことにもなっている 11九このことが同時に，より高い

入口密度の段詣で成立した中心集落縞の激変を招いたことになろう O
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第 19留はミッドランズ統計区の中心集落分布と Thissen多角形分割の結

果である。 1911年の段階では第四 A留のように 中心集落の立地はまだ部

分的であり，西南部以外は多角形が関じない。 1954年の段詰までには北東

部付近を除いて中心集落の立地が進み 第四 B図のように多角形分割も可

能となるO 平均辺数はしかし，ゴーラー・ライト郡よりさちに少なく 5.33

となるO 第 19A図では Northamから東および南北へ延びる鉄道沿いに中

心集落が立地し，均ーの中心集落分布とは程遠い状況であり，第四 B留の

段踏でもまだその色彩を残しているO このことからすれば 1954年段階で

の平均辺数の少なさもその反映している可能性があるO それと共に注目すべ

きは，第2位の Merredinの成長と， Northam周辺， Merredin周辺でのい

くつかの中心集落の衰退・消滅であるO この傾向試さらに続き，ボラング郡

の場合と同様に，多くの最低次の中心集落の消滅とより上位の中心集落への

圏域の分割・吸収の過程を確認することができるO また首位の Northamと，

そこから 130~ 150km離れた MerredinとMooraの成長が著しいことにも

注目すべきであろうし，それらの中間の中心集落の人口減少も確認してよいO

Merredinの東約 100kmにイ立置し 一旦は人口減少額向にあった Southern

Crossが増加に転じていることにも留意しておくべきであろう 11ヘボラン

グ郡の場合も基本的動向は同じであるが 成長する上位の中心集落慢の距離

は 30km強~ 50km強であり すでにボ、ラング郡と対比を試みた NewSouth 

Walesの事例地区の数千人の規模の中心集落分布とも共通の距離間需であ

る。115)

このような低次の中心集落の淘汰と その市場圏域のより上位の中心集落

への分割・吸収の過程は 単記入口密度やそれを規定した要因と関連するの

みなちず¥すでに指請したように交通システムの変化とも対応していること

にも注目しておくべきであろう O ①牛馬車及び徒歩による交通段階で開拓が

開始され，②鉄道を軸とした段階において，それぞれの場所における最高密

度の中心集落網が完成し，③自動車交通の普及すなわちモータリゼーション

の展開と共にその淘汰と再編が進行したと見ることができるO とすれば，こ

可
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のような劇的な変化は， Christal1erの交通原理には含まれていなかった要

因である O しかも Christal1er理論の市場分割の原理は 最近接の中心地を

利用するという前提において構想されている。ところが ③の段階すなわち

モータリゼーションの結果は，必ずしも最近接中心地の利用に限定されず，

むしろ多様な目的を果たし得る，より魅力的な中心地すなわち一定規模以上

の機能集積のある中心地の利用を撞めて容易にしており むしろそれが現在

の一般的な行動様式となっている O116} 

この点、に関連していま一つ留意すべき点は 第 3・5・7表に示すような

中心集落数の階層分布の状況である o Christaller理論ではいずれのモデル

にしても，階層が下がるほど中心集落数は増加し，その比率は 4信ないし 2

乗程度以上となることになる。ところがすでに述べたように 中心集落数の

減少は，ほとんどが低次のそれの消滅によっており，このような階層構造が

失われているとみられる可能性がある O 確かに②段暗に相当する 1911年に

おいては，階層が下がるほど中心集落数は著しく増大しているが，③段階に

桔当する 1970年前後以誇においては 上位の中心集落数が大差ないにもか

かわらず， i長次のその数は著しく少なくなっている O つまり，③段階への交

通システムの変化と 最近接中心地利用仮説との関連も含めて再検討を必要

とすることになろう O

6. おわりに

以上の検討によって 中心集落の立地・展開が 土地計画と極めて強い関

連を有していることが判明した。土地計画の二つの要素すなわち入植・開拓

の単位面積にかかわる土地区画の規模，および中心集落の設定計画のいずれ

もが中心集落網の分布密度に関連し，一部はその変遷にもかかわるが，特に

前者は人口密度に直接結び付き 人口密度を媒介項として中心集落網の分布

密度を大きく規定していたことを確認し得た。

冒頭で述べたように 人口密度が中心集落網の主要な規定要因であること
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は，すでに Christallerによって指摘されているところであるが，小稿では

自然条件がほぼ等しい事例地区を対比することによって，その背後の要因お

よび動態との関連を指摘し得たことになる O またやはり Christallerが指摘

している交通原理についても，その指掃には含まれていない交通システムの

変化を存うダイナミックな変遷の一面を確認することができる。いずれの事

実も，中心集落の空間配置の動態がオーストラリアではとりわけダイナミッ

クであり，また急速に変動していることによって顕現しているとみられる O

小稿では各事例間の顕差についても言及したが，動態そのものを体系化する

には，これらを基礎とし，さらに広範な検討が必要となる O そのためには稿

を改めねばならない117)。

[付記]小稿での人口データの整理・図化については 昭和 63年度にすでに基本的作

業が終了していた。その際には，当時大学続生の小長谷一之氏と学部学生の林克子さん

に御手伝いいただいたG 成稿が大幅に遅くなったが，記して言語意を表したい。なお，ノト

稿の作成については平成5年度科学研究費一般A(代表者 応地利明「地域比較の方法

をめぐる学際研究J)の一部を使用した。
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